







（WINE : Waseda University Scholarly Information
Network System）へのレコード種類別の登録状況
























W I N Eには、検索項目が数種類提供されている
が、その実際の使用割合の推移をグラフ化したの
















（IMAS : Integrated Multi-Archiving Service）とし
て、統一インタフェースから多様なメディアを統
合的に検索する仕組みを提供している。
図 3 では、例としてI M A S を横断的に検索した
場合と、I M A S の中の個別の学術W e b検索（学内
外の規定の学術的 W e bページ）や早大学術データ
ベース検索（文学部、演劇博物館、大学史資料セ
ンター作成のデータベース）に関する実績を示す。







ページ等から構成されるが、2 0 0 0年度は計 2 4 3万
件、2 0 0 1年度は計 4 0 1万件のアクセスがあった














前掲のW I N E検索数等の諸統計を見ても、潜在
的な需要は大きいと思われ、今後は広報活動の強
化とともに、学内ニーズを的確に把握し、より使
いやすい環境・システム作りを図る必要がある。
図４　データベース等アクセス数
